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一
、
問
題
の
提
起

二
0
0
八
年
七
月
十
五
日
に
香
港
よ
り
清
華
大
学
に
搬
入
さ
れ

た
少
数
断
片
を
含
む
二
三
八
八
枚
の
竹
簡
群
は
清
華
簡
と
簡
称
さ

れ
、
そ
の
一
部
が
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壼
）
』
（
二

0
1
0

年
十
二
月
中
西
書
局
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
該
書
に
収
録
さ

れ
て
い
る
の
は
、
「
手
至
」
・
「
手
詰
」
・
「
程
膳
」
．
「
保
訓
」
・
「
者

夜
」
・
「
金
謄
」
・
「
皇
門
」
・
「
祭
公
」
・
「
楚
居
」
の
九
篇
で
あ
る
。

当
初
、
李
学
勤
（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
主
任
）

は
、
こ
の
う
ち
の
「
手
至
」
・
「
手
詰
」
．
「
金
朦
」
を
『
尚
書
』
「
周

書
」
に
比
定
す
る
と
共
に
、
「
保
訓
」
・
「
者
夜
」
を
『
尚
書
』
「
周

書
」
に
類
似
す
る
史
料
と
看
倣
し
、
併
せ
て
「
程
膳
」
・
「
皇
門
」
．

「
祭
公
」
を
伝
世
本
『
逸
周
書
』
と
同
一
の
系
統
と
解
釈
し
て
い

た
。
だ
が
、
後
に
「
楚
居
」
を
除
く
八
篇
を
『
尚
書
』
と
解
釈
し

直
し
た
（
二

0
-
―
四
月
十
三
日
付
、

C
C
T
V

「
破
訳
清
華

清
華
簡

『
尚
書
』

文
体
考

中
国
研
究
集
刊
眼
号
（
総
五
十
三
号
）
平
成
二
十
三
年
六
月

一
九
一
ー
三
一
五
頁

簡」）。章
学
誠
は
「
六
経
皆
史
」
（
『
文
史
通
義
』
）
と
述
べ
た
が
、
先

王
の
言
行
録
で
あ
る
『
書
』
が
、
墨
家
に
よ
っ
て
『
尚
書
』
と
し

て
尚
古
さ
れ
た
理
由
は
こ
の
出
自
来
源
が
周
王
朝
に
永
く
伝
世
し

て
い
た
言
行
録
で
あ
っ
た
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る。
韓
愈
は
今
文
系
『
尚
書
』
を
評
し
て
、
「
周
詰
殷
盤
，
倍
屈
整
牙
」

（
『
進
学
解
』
）
と
そ
の
難
解
さ
を
述
べ
、
そ
の
原
因
と
し
て
長
句
・

短
句
の
中
に
特
殊
な
古
語
が
錯
雑
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
だ

が
、
こ
の
特
殊
な
古
語
こ
そ
、
実
は
公
文
書
に
使
用
さ
れ
る
成
語

や
定
型
句
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
今
文
系
『
尚
書
』
は
言
行
録
の
体

裁
を
と
る
が
、
公
文
書
の
基
本
原
理
に
立
脚
し
て
い
る
た
め
、
実

質
的
に
は
公
文
書
の
文
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
王
が
臣
下
に
下
達
（
下
命
）
し
た
言
行
で
あ
る
の
か
、
臣
下

が
王
に
上
申
（
上
奏
）
し
た
言
行
で
あ
る
か
の
違
い
に
よ
っ
て
、

小

沢

賢
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『
尚
書
』
に
は
伝
説
の
発
舜
を
経
て
夏
・
商
（
殷
）
・
周
各
王
朝

の
帝
王
の
言
行
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
部
に
は
魯
侯
伯
禽
や
春

秋
時
代
に
お
け
る
秦
穆
公
の
言
行
も
含
ん
で
お
り
、
儒
家
の
経
典

と
し
て
夙
に
著
名
で
あ
る
。
戦
国
時
代
に
入
っ
て
も
『
書
』
と
称

せ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
尚
と
い
う
名
が
冠
せ
ら
れ
た
の
は
『
墨

子
』
「
明
鬼
下
」
に
あ
る
「
尚
書
の
夏
書
、
そ
の
次
は
商
・
周
の
書
」

の
記
事
を
も
っ
て
嘴
矢
と
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
尚
書
』
は
儒

家
だ
け
で
な
く
、
墨
家
も
「
先
王
之
書
」
と
し
、
先
王
の
言
行
録

と
看
倣
し
尚
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
、
『
尚
書
』
に
関
す
る
予
備
知
識

文
の
形
式
と
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
用
語
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。

今
文
系
『
尚
書
』
は
処
罰
規
定
を
伴
う
王
の
命
令
を
臣
下
あ
る

い
は
敵
国
の
民
衆
に
下
達
す
る
下
行
文
書
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

こ
れ
が
今
文
系
『
尚
書
』
の
権
威
を
高
め
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
く
、
こ
の
場
合
、
長
句
・
短
句
の
中
へ
定
型
句
が
四
段

階
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
偽
孔
伝
本
（
『
偽
古
文
尚
書
』
）

は
公
文
書
の
基
本
原
理
を
わ
き
ま
え
て
い
な
い
た
め
に
、
今
文
系

『
尚
書
』
の
よ
う
な
規
則
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。

本
稿
は
、
公
文
書
の
基
本
原
理
か
ら
『
尚
書
』
の
形
式
的
な
特

性
を
幡
い
た
上
で
、
清
華
簡
の
文
体
に
関
し
て
分
析
を
行
う
。

-
、
公
文
書
の
基
本
原
理
か
ら
み
た
『
尚
書
』
の
特
性

と
こ
ろ
が
、
『
尚
書
』
は
秦
始
皇
帝
の
「
挟
書
の
律
」
に
よ
っ
て

時
亡
侠
の
憂
き
目
に
遭
い
、
秦
の
博
士
で
あ
っ
た
伏
生
（
伏
勝
）

が
こ
れ
を
壁
に
埋
め
て
お
い
た
も
の
の
、
漢
代
に
掘
り
起
こ
し
た

と
き
に
は
数
十
篇
を
失
っ
て
二
十
八
篇
（
後
に
泰
誓
篇
を
得
て
ニ

十
九
篇
と
な
る
）
の
み
を
得
た
と
さ
れ
る
。
周
知
の
如
く
、
こ
れ

が
当
時
の
通
行
書
体
で
あ
る
今
文
（
隷
書
体
）
で
書
き
写
さ
れ
た

の
で
『
今
文
尚
書
』
と
称
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
景
帝
の
末
年
に

孔
子
の
旧
宅
の
壁
中
か
ら
、
今
文
に
比
べ
て
十
六
篇
多
い
『
尚
書
』

が
発
見
さ
れ
た
が
、
古
代
の
蛸
斜
文
字
で
書
か
れ
て
い
た
の
で
『
古

文
尚
書
』
（
壁
中
本
）
と
よ
ば
れ
た
。
こ
の
『
古
文
尚
書
』
は
前
漢

の
武
帝
の
時
、
孔
安
国
が
伝
を
施
し
た
も
の
の
西
晋
末
に
起
こ
っ

た
永
嘉
の
乱
の
時
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

け
れ
ど
も
四
世
紀
初
め
の
東
晋
の
頃
に
な
っ
て
、
梅
蹟
が
孔
安

国
伝
と
称
す
る
『
古
文
尚
書
』
五
十
八
篇
を
朝
廷
に
奉
っ
た
。
そ

れ
は
今
文
の
二
十
八
篇
を
三
十
三
篇
に
分
け
、
こ
れ
に
偽
作
の
古

文
二
十
五
篇
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
全
篇
に
わ
た
っ
て
偽

作
の
孔
安
国
の
伝
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
こ
れ
を
偽
孔

伝
と
い
い
、
偽
作
で
あ
る
正
文
（
本
文
）
は
『
偽
古
文
尚
書
』
と

称
せ
ら
れ
て
い
る
。
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（
一
）
公
文
書
の
基
本
原
理

勺
ヤ
し
え

II

先
王
之
書
If

と
は
古
の

If

史
If

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
竹
簡
に

書
か
れ

If

冊
II

と
い
う
形
態
で
保
存
さ
れ
た
。

If

冊
If

は、

If

策
If

と
同
義
で
あ
り
、

If

冊
命
I
f
.
I
f

冊
書
If

と
も
称
せ
ら
れ
竹
簡
に
書

か
れ
た
公
文
書
を
指
す
が
、
中
に
は
青
銅
器
に
冊
命
金
文
と
し
て

刻
文
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
『
尚
書
』
と
は
、
そ
も
そ
も
先
王
の
王
朝
で
受

発
給
さ
れ
て
い
た

If

冊
If

す
な
わ
ち
公
文
書
（
棉
案
）
で
あ
る
と

の
前
提
に
立
っ
て
い
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、
中
国
古
代
に
お
け
る
公
文
書
は
、
受
発
給
の

面
で
概
ね
以
下
の
四
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、

国
家
の
頂
点
に
立
つ
帝
王
の
意
思
で
あ
る
上
意
を
家
臣
や
民
衆
に

下
命
す
る
「
下
達
（
下
行
）
文
書
」
、
第
二
は
帝
王
が
犠
牲
な
ど
を

供
え
て
上
帝
に
救
済
を
求
め
る
祈
祷
文
や
家
臣
が
国
家
の
頂
点
で

あ
る
帝
王
に
意
見
な
ど
を
建
議
す
る
上
奏
文
な
ど
の
「
上
申
（
上

行
）
文
書
」
、
第
三
は
、
各
諸
侯
が
お
互
い
に
盟
書
を
取
り
交
わ
す

「
平
行
文
書
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
第
四
と
し
て
「
下
達
文
書
」
と
「
上
申
文
書
」
と
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
に
「
回
答
請
求
文
書
」
が
あ
る
。
「
回
答
請
求
文

書
」
は
、
甲
が
乙
に
回
答
を
求
め
る
文
書
を
発
給
し
、
乙
は
そ
の

回
答
を
甲
に
返
送
す
る
も
の
で
、
王
の
下
命
（
下
達
）
を
受
け
て

臣
下
が
回
答
を
上
奏
す
る
「
下
達
ー
上
申
文
書
」
と
臣
下
の
上
奏

（
上
聞
・
上
申
）
を
受
け
て
王
が
回
答
を
与
え
る
「
上
申
ー
下
達

文
書
」
の
二
種
が
あ
る
。

韓
愈
は
今
文
系
『
尚
書
』
を
評
し
て
、
「
周
詰
殷
盤
，
偕
屈
贅
牙
」

（
『
進
学
解
』
）
と
そ
の
難
解
さ
を
述
べ
、
そ
の
原
因
と
し
て
長
句
・

短
句
の
中
に
特
殊
な
古
語
が
錯
雑
し
て
い
る
•
と
述
べ
て
い
る
。
実

は
、
こ
の
特
殊
な
古
語
こ
そ
公
文
書
に
使
用
さ
れ
る
成
語
や
定
型

句
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

今
文
系
『
尚
書
』
は
処
罰
規
定
を
伴
う
王
の
命
令
を
臣
下
あ
る

い
は
敵
国
の
民
衆
に
下
達
す
る
下
行
文
書
を
多
く
有
し
て
い
る
。

こ
れ
が
今
文
系
『
尚
書
』
の
権
威
を
高
め
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
具
体
的
に
は
湯
王
が
夏
の
架
王
を
征
伐
す
る
時
に

征
討
軍
を
通
じ
て
夏
の
民
衆
に
下
達
し
た
「
湯
誓
」
や
武
王
が
商

の
紺
王
を
征
伐
す
る
時
に
征
討
軍
を
通
じ
て
商
の
民
衆
に
下
達
し

た
「
牧
誓
」
な
ど
の
諸
篇
を
指
す
。
こ
れ
ら
は
王
の
直
接
話
法
を

四
段
階
の
定
型
句
と
し
て
お
り
、
第
三
番
目
の
定
型
句
で
下
命
の

内
容
を
明
ら
か
に
し
、
第
四
番
目
の
定
型
句
で
こ
れ
に
違
反
し
た

場
合
は
処
罰
す
る
む
ね
を
明
記
し
て
い
る
。

II

祝
II

と
は
公
文
書
た
る

II

冊
書
II

を
音
読
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、
直
接
話
法
か
ら
な
る
王
の
上
意
を
声
を
発
し
て
音
読
す
る
こ

と
こ
そ
下
達
に
権
威
を
持
た
せ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
こ
で
使

用
さ
れ
る
四
つ
の
定
型
句
は
上
行
文
書
で
あ
る
上
奏
文
や
平
行
文

で
あ
る
往
復
文
書
で
は
使
用
さ
れ
ず
、
か
つ
そ
の
配
列
順
序
も

(293) 



踏
襲
さ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
公
文
書
は
、
受
発
給
に
五
つ
の
方
向
性
（
上
・
下
・

平
行
・
下
上
・
上
下
）
を
も
つ
厳
格
な
原
理
に
よ
っ
て
文
言
お
よ

び
そ
の
配
列
順
序
が
定
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
書
規
範
を

金
文
で
は
「
帥
刑
」
（
「
呆
伯
或
殷
」
）
と
称
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
こ
れ
が
公
文
書
の
基
本
原
理
と
な
っ
て
お
り
、
筆
者
は
先

に
古
文
書
学
の
観
点
か
ら
「
司
馬
遷
和
中
国
文
書
学
」
（
小
沢
賢
ニ
・

黄
雪
美
『
司
馬
遷
典
史
記
論
文
集
』
（
五
）
映
西
人
民
出
版
社
ニ

0
0
二
年
十
一
月
）
と
い
う
論
考
を
発
表
し
、
伝
世
本
『
逸
周
書
』

お
よ
び
『
史
記
』
に
見
ら
れ
る
公
文
書
の
基
本
原
理
に
つ
い
て
中

間
報
告
を
行
っ
た
。

以
下
、
公
文
書
の
基
本
原
理
に
立
脚
し
て
『
尚
書
』
を
解
析
し

た
の
ち
、
く
だ
ん
の
清
華
簡
「
手
至
」
お
よ
び
「
保
訓
」
な
ら
び

に
「
金
謄
」
等
の
篇
に
つ
い
て
検
証
を
す
す
め
る
。

（
二
）
『
尚
書
』
に
お
け
る
誓
文
の
書
式

『
尚
書
』
は
近
世
に
な
っ
て
『
書
経
』
と
も
称
せ
ら
れ
、
経
書

と
し
て
数
え
ら
れ
る
諸
文
献
の
中
で
も
『
詩
経
』
と
と
も
に
、
最

も
早
く
に
経
書
と
し
て
定
着
し
た
。
だ
が
、
も
と
も
と
の
『
尚
書
』

は
現
存
の
も
の
と
は
必
ず
し
も
同
一
と
は
い
え
ず
、
現
存
の
よ
う

な
今
文
系
の
文
献
と
な
る
ま
で
に
は
、
複
雑
に
曲
折
し
た
来
歴
が

あ
る
。

陳
夢
家
は
『
尚
書
』
を
「
詰
命
・
誓
祷
・
叙
事
」
の
三
つ
に
分

類
す
る
。
「
詰
命
」
と
は
平
時
の
集
会
に
下
命
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、

「
誓
祷
」
と
は
非
常
時
に
天
之
罰
を
念
頭
に
お
い
て
発
せ
ら
れ
た

冊
命
で
あ
る
。
陳
は
こ
の
「
誓
祷
」
に
王
が
大
戦
の
前
に
征
討
軍

に
発
す
る
命
令
と
王
が
旱
魃
な
ど
の
折
に
上
帝
に
降
雨
を
願
う
祈

祷
文
と
が
あ
る
と
す
る
（
注
l
)
0

し
か
る
に
、
『
墨
子
』
「
明
鬼
下
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
萬
誓
」

は
萬
の
上
意
を
臣
下
の
六
人
に
下
命
す
る
と
し
た
下
達
文
書
（
下

行
文
書
）
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
廿
に
お
け
る
大
戦
に
先
立
ち
、

萬
が
六
人
に
対
し
て
と
も
に
「
天
の
罰
」
を
有
慇
氏
に
下
す
た
め

の
戦
闘
を
開
始
す
る
よ
う
命
じ
た
も
の
で
あ
り
、
も
し
こ
の
命
令

に
従
わ
な
け
れ
ば
祖
廟
を
辱
め
る
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ

の
下
命
は
王
か
ら
の
一
方
的
な
義
務
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
臣

下
六
人
か
ら
の
返
答
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

i
a
「
萬
誓
」

明
鬼
下
~
夏
書
圏
姻
国
『
：
「
大
戦
干
廿
，
王
乃
命
左
右
六
人
，
刊
創

i

誓
千
中
軍
，
日
：
有
屋
氏
威
侮
五
行
，
怠
棄
三
正
，
天
用
：
其
命
。

有
日
：
日
中
。
今
予
典
有
塵
氏
争
一
日
之
命
。
且
爾
卿
大
夫
庶
人
，

予
非
爾
田
野
裸
士
之
欲
也
，
予
共
行
天
之
罰
也
。
左
不
共
干
左
，

右
不
共
干
右
，
若
不
共
命
，
御
非
爾
馬
之
政
，
若
不
共
命
，
魁
叫
[

[
不
]
賞
干
祖
，
而
惨
干
社
。
」
（
『
墨
子
』
「
明
鬼
下
」
）
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す
な
わ
ち
傍
線
部
で
示
し
た
と
お
り
、
当
該
史
料
は
①
文
書
の
発

給
者
、
②
文
書
の
受
給
者
、
③
命
令
（
諧
文
・
誓
文
）
の
種
別

④
賞
罰
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。
『
尚
書
』
が
公
文
書
で
あ
る
と
の

前
提
に
立
て
ば
、
誓
文
は
以
下
四
つ
の
定
型
句
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

i
a
「
①
〔
萬
日
〕
（
文
書
の
発
給
者
）
②
王
乃
命
左
右
六
人
（
文

書
の
受
給
者
）
③
下
聴
誓
干
中
軍
（
命
令
の
種
別
）
④
若
不
共

命
，
是
以
[
不
]
賞
干
祖
，
而
惨
干
社
（
賞
罰
の
規
定
）
二

と
こ
ろ
が
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
定
型
句
に
変
化
が
見
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
伏
生
本
の
系
統
を
引
く
現
在
の
今
文
系
『
尚
書
』

に
は
、
萬
の
誓
文
で
あ
る
「
萬
誓
」
で
は
な
く
、
夏
王
啓
の
誓
文

に
な
る
「
廿
誓
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

i
b
十
三
経
注
疏
本
『
尚
書
』
「
廿
誓
」

冒
：
「
嵯
！
六
事
之
人
，
予
誓
告
汝
。
有
屋
氏
威
侮
五
行
，
怠
棄

三
正
。
天
用
動
絶
其
命
，
今
予
惟
恭
行
天
之
罰
。
左
不
攻
干
左
，

汝
不
恭
命
，
右
不
攻
干
右
，
汝
不
恭
命
，
御
非
其
馬
之
正
，
況
因
[

塁
°
用
命
，
賞
干
祖
，
弗
用
命
，
裁
子
社
。
予
則
竿
戟
汝
。
」

こ
こ
で
は
、
文
書
受
給
者
の
直
前
に
感
嘆
詞
を
新
た
に
設
け
る

と
も
に
、
結
語
の
賞
罰
規
定
に
新
た
な
内
容
を
付
加
し
て
い
る
。

「
①
王
日
（
文
書
の
発
給
者
）
②
嵯
！
六
事
之
人
（
文
書
の
受

給
者
）
③
予
誓
告
汝
（
命
令
の
種
別
）
④
汝
不
恭
命
，
用
命
，

賞
干
祖
，
弗
用
命
，
裁
干
社
。
予
則
拳
殴
汝
！
（
賞
罰
の
規
定
）
」

す
な
わ
ち

II

王
日
II

の
直
後
に
感
嘆
詞
の

II

嵯
II

を
入
れ
て
、

王
の
誓
文
を
直
接
話
法
と
し
た
こ
と
と
、
違
反
行
為
に
対
し
て
よ

り
具
体
的
で
厳
し
い
処
罰
規
定
を
附
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
誓
文

に
強
烈
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
陳
夢
家
は
、
誓
文
が
四
つ
の
定

型
句
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
が
、

結
語
の
賞
罰
規
定
に
附
加
さ
れ
た
II

予
則
竿
数
汝
！
II

の
文
言
を

戦
国
時
代
に
お
け
る
秦
法
の
特
色
と
し
、
こ
の
処
罰
規
定
は
秦
国

の
儒
者
に
よ
っ
て
附
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
（
注
2
)
0

『
尚
書
』
と
は
、
そ
も
そ
も
先
王
の
王
朝
で
受
発
給
さ
れ
て
い

た
”
冊
II

す
な
わ
ち
公
文
書
（
棉
案
）
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
周
王
朝
に
お
け
る
下
達
文
書
は
実
際
こ

の
よ
う
な
四
つ
の
定
型
句
か
ら
な
る
公
文
書
の
ス
タ
イ
ル
が
存
在

し
た
と
考
え
な
け
れ
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
『
尚
書
』
は
、

こ
の
ス
タ
イ
ル
を
忠
実
に
踏
襲
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、

II

予
則
挙
数
汝
！
II

の
文
言
が
、
陳
が
主
張
す
る
よ
う
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人
，
致
天

に
秦
国
の
儒
者
に
よ
っ
て
附
加
さ
れ
た
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い

が
、
少
な
く
と
も
戦
国
時
代
に
お
い
て
『
尚
書
』
に
お
け
る
下
達

文
書
は
四
つ
の
定
型
句
と
い
う
基
本
ス
タ
イ
ル
を
維
持
し
な
が
ら
、

こ
の
四
つ
の
定
型
句
の
内
容
が
次
第
に
潤
色
さ
れ
、
変
質
し
て
い

っ
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

今
文
系
『
尚
書
』
に
は
、
以
下
提
示
す
る
商
（
殷
）
の
「
湯
誓
」
．

周
の
「
牧
誓
」
．
魯
の
「
費
誓
」
と
い
っ
た
下
達
文
書
が
あ
る
。
歴

代
そ
の
主
旨
を
承
継
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
同
じ
四
段
階
の
定
型

句
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
伝
世
本
『
逸
周
書
』
「
商
誓
」
も

こ
れ
に
準
じ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
「
牧
誓
」
お
よ
び
「
費
誓
」
の

対
象
が
軍
を
う
け
も
つ
王
の
臣
下
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

「
湯
誓
」
お
よ
び
「
商
誓
」
の
対
象
は
軍
を
う
け
も
つ
王
の
臣
下

で
は
な
く
、
敵
国
の
領
民
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
降
伏
命

令
と
な
っ
て
い
る
。

i
a
十
三
経
注
疏
本
『
尚
書
』
「
湯
誓
」

耳
国
：
「
格
！
爾
照
庶
，
悉
聴
朕
言
。
非
台
小
敢
行
稲
乱
，

有
夏
多
罪
，
天
命
極
之
。
今
爾
有
照
，
汝
日
：
我
后
不
憔
我
照
，

舎
我
稿
事
，
而
割
正
夏
。
』
予
惟
聞
汝
照
言
，
夏
氏
有
罪
，
予
畏
上

帝
，
不
敢
不
正
。
今
汝
其
日
：
夏
罪
其
如
台
，
夏
王
率
過
照
力
，

率
割
夏
邑
，
有
照
率
，
怠
弗
協
。
日
：
時
日
昂
喪
，

予
及
汝
皆
亡
．
夏
徳
若
絃
，
今
朕
必
往
。
爾
尚
輔
予

之
罰
，
予
其
大
費
汝
。
爾
無
不
信
，

予
則
挙
数
汝
，
岡
有
仮
赦
。
」

朕
不
食
言
。

爾
不
従
誓
言
，

~
l
l
b
『
史
記
』
「
殷
本
紀
」
所
引
「
湯
誓
」

測
国
：
「
格
！
女
敗
庶
，
※
〔
束
，
女
〕
悉
聴
朕
言
。
匪
台
小
子
敢

行
奉
乱
，
有
夏
多
罪
，
予
維
聞
女
敗
言
，
夏
氏
有
罪
。
予
畏
上
帝
，

不
敢
不
正
。
今
夏
多
罪
，
天
命
極
之
。
今
女
有
敗
，
女
日
：
我
君

不
憔
我
照
，
捨
我
薔
事
而
割
政
。
女
其
日
：
有
罪
，
其
奈
何
。
夏

王
率
止
敗
力
，
率
奪
夏
國
。
敗
有
率
怠
不
和
，
日
：
是
日
何
時
喪
？

予
輿
女
皆
亡
！
夏
徳
若
絃
，
今
朕
必
往
。
爾
尚
及
予
一
人
致
天
之

罰
，
予
其
大
理
女
。
女
母
不
信
，
朕
不
食
言
。
女
不
従
誓
言
，
予

則
努
修
女
，
無
有
仮
赦
。
」
以
告
令
師
，
作
湯
誓
゜

※
筆
者
註
：
〔
束
，
女
〕
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
人
物
に
よ
る
訓

詰
の
誤
入
と
す
る
王
先
謙
（
『
尚
書
孔
伝
参
正
』
）
な
ど
の
指
摘
が

あ
り
、
そ
の
た
め
〔
〕
で
表
示
し
た
。

面
十
三
経
注
疏
本
『
尚
書
』
「
牧
誓
」

訃
：
「
嵯
！
我
友
邦
塚
君
御
事
，
司
徒
、
司
郵
、
司
空
，
亜
旅
、

師
氏
，
千
夫
長
、
百
夫
長
，
及
庸
，
蜀
、
先
、
琴
、
微
、
慮
、
影
、

膜
人
。
稲
爾
文
，
比
爾
干
，
立
爾
矛
，
刊
出
砿
5

。
（
王
）
日
：
古
人

有
言
日
：
牝
維
無
晨
，
牝
維
之
晨
，
惟
家
之
索
。
今
商
王
受
惟
婦

言
是
用
，
昏
棄
蕨
陣
祀
弗
答
，
昏
棄
厭
遺
王
父
母
弟
不
迪
，
乃
惟
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四
方
之
多
罪
逍
逃
，
是
崇
是
長
，
是
信
是
使
，
是
以
為
大
夫
卿
士
。

倖
暴
虐
於
百
姓
，
以
奸
究
於
商
邑
。
今
予
技
惟
恭
行
天
之
罰
。
今

日
之
事
，
不
懲
於
六
歩
、
七
歩
，
乃
止
齊
焉
。
勧
哉
夫
子
！
不
恕

於
四
伐
、
五
伐
、
六
伐
、
七
伐
，
乃
止
齊
焉
。
勧
哉
夫
子
！
尚
桓

桓
如
虎
、
如
貌
、
如
熊
、
如
罷
，
於
商
郊
弗
近
克
奔
，
以
役
西
土
，

勘
哉
夫
子
！
爾
所
弗
勘
，
其
於
爾
射
有
数
」

•
I
V十
三
経
注
疏
本
『
尚
書
』
「
費
誓
」

訃
：
「
嵯
！
人
無
嘩
，

11°
祖
絃
淮
夷
、
徐
戎
並
興
。
善
救
乃

甲
冑
，
敵
乃
干
，
無
敢
不
吊
！
備
乃
弓
矢
，
鍛
乃
文
矛
，
硼
乃
鋒

刃
，
無
敢
不
善
！
今
惟
淫
捨
皓
牛
馬
，
杜
乃
捜
，
数
乃
口
，
無
敢

傷
皓
。
皓
之
傷
，
汝
則
有
常
刑
！
馬
牛
其
風
，
臣
妾
逍
逃
，
勿
敢

越
逐
，
祗
復
之
，
我
商
費
汝
゜
乃
越
逐
不
復
，
汝
則
有
常
刑
！
無

敢
寇
攘
，
違
垣
騰
，
窪
馬
牛
，
誘
臣
妾
，
汝
則
有
常
刑
！
甲
戌
，

我
惟
征
徐
戎
。
峙
乃
槙
糧
，
無
敢
不
逮
，
汝
則
有
大
刑
！
魯
人
三

郊
三
遂
，
峙
乃
槙
干
。
甲
戌
，
我
惟
築
，
無
敢
不
供
，
汝
則
有
無

餘
刑
，
非
殺
。
魯
人
三
郊
三
遂
，
峙
乃
碗
菱
，
無
敢
不
多
，
汝
則

創
対
刑
」

＞
伝
世
本
『
逸
周
書
』
「
商
誓
」

王
若
日
告
爾
伊
薔
何
父
…
…
田

t
[
:
「
嵯
！
爾
衆
，
予
言
若
敢
顧

充
釧
，
予
来
致
上
帝
之
威
命
，
明
罰
…
•
•
•
王
日
…
•
•
•
上
帝
日
必
伐

之
。
今
予
惟
明
告
爾
，
予
其
往
追
口
紺
，
（

O
中
略
）
…
…
日
…
…

王
日
…
…
律
上
帝
命
我
小
國
日
革
商
國
，
陣
予
明
命
汝
百
姓
，
関

斯
弗
用
朕
命
，
其
斯
爾
家
邦
君
，
商
庶
百
姓
，
予
則
口
劉
滅
之
。
」

①
王
日
②
嵯
！
六
事
之
人
③
予
誓
告
汝
④
汝
不
恭
命
，
予
則
竿
数
汝
！

①
王
日
②
格
！
爾
照
庶
③
悉
聴
朕
言
④
爾
不
従
誓
言
，
予
則
竿
戟
汝
，
岡
有
仮
赦
！

①
湯
日
②
格
！
女
照
庶
③
悉
聴
朕
言
④
女
不
従
誓
言
，
予
則
努
修
女
，
無
有
仮
赦
！

①
王
日
②
嵯
！
我
友
邦
塚
君
御
事
…
③
予
其
誓
④
爾
所
弗
勘
，
其
於
爾
射
有
数
！

①

公

日

②

嵯

！

人

無

嘩

③

聴

命

③

無

敢

不

多

④

汝

則

有

大

刑

！

①
王
日
②
嵯
！
爾
翠
③
予
言
若
敢
顧
天
命
④
其
斯
弗
用
朕
命
，
予
則
口
劉
滅
之
！
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（
一
）
「
手
至
」
の
分
析

留
意
す
べ
き
は
、
上
述
し
た
「
湯
誓
」
に
お
け
る
筆
頭
の
文
言

四
、
公
文
書
の
基
本
原
理
に
よ
る
清
華
簡
「
周
書
」
の
分
析

ち
な
み
に
偽
孔
伝
に
な
る
「
泰
誓
」
篇
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ

り
、
基
本
原
理
で
収
倣
し
て
も
、

「
①
王
日
：
②
嵯
！
我
友
邦
塚
君
越
我
御
事
庶
士
，
③
明
聴
誓
」

と
な
る
だ
け
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
こ
れ
に
続
く
定
型
句
と
し

て
処
罰
規
定
が
記
載
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
商
王
受
（
殷
王

紺
）
が
上
天
を
敬
わ
ず
、
下
民
に
災
い
を
降
し
た
と
述
べ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
公
文
書
の
基
本
原
理
を
解
さ
ず
に
『
尚
書
』

を
贋
作
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
馬
脚
を
現
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。

偽
孔
伝
本
『
尚
書
』
「
泰
誓
」

•
V
l
田
国
：
「
嵯
！
我
友
邦
塚
君
越
我
御
事
庶
士
，
判
劇
劉
゜
惟
天

地
萬
物
父
母
，
惟
人
萬
物
之
霊
。
但
聰
明
，
作
元
後
，
元
後
作
民

父
母
。
舒
齢
＃
函
勺
益
四
内
旦
戎
で
国
霊
唸

z殿
。
沈
涌
冒
色
，
敢
行

暴
虐
，
罪
人
以
族
，
官
人
以
世
，
惟
宮
室
、
台
樹
、
跛
池
、
修
服
，

以
残
害
於
爾
萬
姓
。
焚
炎
忠
良
，
剖
別
牢
婦
。
皇
天
震
怒
，
命
我

文
考
，
粛
将
天
威
，
大
動
未
集
。
」

If

格
II

で
あ
る
。
こ
れ
は
清
華
簡
『
尚
書
』
「
手
至
」

以
下
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

に
お
い
て
も

惟
手
自
夏
祖
白
（
奄
）
，
逸
至
在
湯
。
湯
日
：
各
（
格
）
I

・
女
，

其
又
（
有
）
吉
志
。
手
日
：
句
（
后
）
！
我
迷
（
束
）
越
今
均

i
-

（旬

日
）
。
余
美
其
又
（
有
）
夏
照
□
吉
，
好
其
又
（
有
）
后
蕨
志
其
倉
，

寵
二
玉
，
弗
虞
其
又
（
有
）
敗
。
民
流
日
：
余
及
女
偕
亡
。
惟
災

虐
徳
、
暴
[
身
童

r
亡
典
o

夏
又
（
有
）
祥
’
在
西
在
東
，
見
章

子
天
。
其
又
（
有
）
民
率
日
：
惟
我
速
禍
。
咸
日
：
昂
今
東
祥
不

章
？
今
其
如
台
？
湯
日
・
・
女
告
我
夏
隠
，
率
若
詩
？
手
日
：
若

詩
。
湯
盟
質
返
手
，
絃
乃
柔
大
禁
。
湯
往
征
弗
附
°
摯
度
，
摯
徳

不
僭
。
自
西
戟
西
邑
，
裁
其
又
（
有
）
夏
。
夏
料
民
，
入
干
水
，

日
戦
。
帝
日
：
一
勿
遺
。
（
清
華
簡
「
手
至
」
）

It
格
II

は
単
母
音
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

II

来
II

と
い
う

二
重
母
音
の
動
詞
と
同
義
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
上
掲
の

と
お
り

II

格
II

は
複
言
II

嗚
呼
II

を
単
言
で
表
現
し
た
発
語
の
辞

で
あ
り
、
感
嘆
詞
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
だ
か
ら
、

II

格
II

は
王
の
み
が
発
す
る
感
嘆
詞
で
あ
る
と

と
も
に
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
『
尚
書
』
の
「
尭
典
」
や
「
盤
庚
」

に
お
い
て
も
、

II

汝
某
II

な
ど
の
人
称
代
名
詞
を
伴
っ
て
、
文
書

上
に
お
い
て
発
語
の
辞
と
な
り
、
こ
れ
に
続
く
単
文
節
の
結
語
を

(298) 



命
令
形
と
す
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
も
同
様
に
王
の
譲
位
や
遷
都
に
か
か
わ
る
臣

民
へ
の
訓
戒
な
ど
い
ず
れ
も
非
常
時
に
の
み
使
用
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
そ
の
形
式
は
王
か
ら
の
一
方
的
な
下
命
（
下
達
文
書
）
な
の

で
あ
っ
て
、
臣
下
か
ら
の
返
答
を
認
め
な
い
。

剖
国
：
「
格
！
汝
舜
，
詢
事
考
言
，
乃
言
底
可
績
，
三
載
。
況

肺
帝
位
！
」
（
「
党
典
」
）

tI：
「
格
l

・
汝
賊
，
予
告
汝
訓
汝
，
猷
錦
乃
心
，
熙
叫
悶
如

胴
叶
」
（
「
盤
庚
」
）

こ
れ
に
対
し
て

fl

沓
！
II

と
い
う
感
嘆
詞
が
王
の
言
行
に
付
さ
れ

た
場
合
は
、
臣
下
か
ら
の
返
答
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
正
確

に
い
え
ば
、

fl

杏
！
II

と
い
う
感
嘆
詞
が
王
の
言
行
に
付
さ
れ
た

場
合
、
臣
下
は
王
に
対
し
て
回
答
を
上
奏
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
「
党
典
」
に
お
い
て
党
が
自
ら
の
帝
位
を
四
岳
に
譲

ろ
う
と
し
て
、
帝
日
：
「
杏
I
•

四
岳
゜
朕
在
位
七
十
載
，
汝
能
庸
命
，

巽
朕
位
！
」
と
の
要
請
を
行
っ
た
が
、
四
岳
は
、
岳
日
：
「
否
徳
恭

帝
位
！
」
と
し
て
辞
退
し
て
い
る
。

単
刀
直
入
に
い
え
ば
、
fl

杏
！
fl

お
よ
び
fl

旺
！
fl

は
「
虞
夏
書
」

（
主
に
「
党
典
」
と
「
攀
陶
膜
」
）
に
多
く
使
用
さ
れ
る
感
嘆
詞
で

あ
る
が
、
こ
の
感
嘆
詞
を
用
い
た
文
書
は
、
「
下
達
文
書
」
、
と
「
上

申
文
書
」
と
を
組
み
合
わ
せ
た
「
回
答
請
求
文
書
」
と
な
る
。
上

述
し
た
と
お
り
、
「
回
答
請
求
文
書
」
は
、
甲
が
乙
に
回
答
を
求
め

る
文
書
を
発
給
し
、
乙
は
そ
の
回
答
を
甲
に
返
送
す
る
も
の
で
、

王
の
下
命
（
下
達
）
を
受
け
て
臣
下
が
回
答
を
上
奏
（
上
申
）
す

る
「
下
達
ー
上
申
文
書
」
と
臣
下
の
上
申
を
受
け
て
王
が
回
答
を

与
え
る
「
上
申
ー
下
達
文
書
」
の
二
種
が
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、

II

嗚
呼
！
II

は
今
本
系
『
尚
書
』
や
伝
世
本
『
逸

周
書
』
に
お
い
て
、
常
時
非
常
時
を
問
わ
ず
使
用
さ
れ
る
感
嘆
詞

で
あ
っ
て
、
こ
の
感
嘆
詞
を
有
す
る
王
の
下
命
（
下
達
文
書
）
に

対
し
て
は
、
臣
下
の
返
答
が
認
め
ら
れ
る
。

II

格
II

が
11

来
II

と
同
義
と
さ
れ
た
の
は
以
下
の
文
例
が
あ
り
、

こ
れ
を
根
拠
に
『
爾
雅
』
「
繹
言
」
は
「
格
，
来
也
」
と
し
た
と
解

せ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
萬
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
の
用
法
と
な
っ

て
お
り
、
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、

II

来
II

と
い
う
動
詞
を
受
け
て
萬
が
発
し
た
”
都
II

が
存
在
を
示
す
語
辞

で
あ
る
こ
と
は
「
発
典
」
に
お
い
て
帝
日
：
「
疇

(II
誰
）
杏
！
」

を
受
け
て
、
（
歓
兜
）
が
歌
兜
日
：
「
都
！
」
と
返
答
し
た
こ
と
か

ら
も
容
易
に
推
し
量
れ
る
。

帝
日
：
「
束
！
，
萬
．
汝
亦
昌
言
。
」
萬
拝
日
：
「
都
！
帝
，

何
言
．
予
思
日
孜
孜
。
」
（
「
皐
陶
膜
」
）

予

(299) 



上
述
し
た
と
お
り
、

II

格
II

は
王
の
み
が
発
す
る
感
嘆
詞
で
あ
る

と
と
も
に
、
こ
の
感
嘆
詞
が
付
さ
れ
た
王
の
下
命
に
な
る
下
達
文

書
は
臣
下
か
ら
の
返
答
を
認
め
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
”
来
II

は
II

格
II

に
は
置
き
換
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、

そ
れ
で
は
議
論
が
前
に
進
ま
な
い
の
で
便
宜
上
、

II

格
“
が
II

来
II

と
同
義
で
あ
る
と
の
解
釈
す
る
と
、

II

格
II

に
対
し
て
は
臣
下
が
発

す
る
「
都
！
」
と
い
う
謙
譲
の
語
辞
が
返
答
と
し
て
想
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

「
皐
陶
膜
」
の
例
文
は
表
面
的
に
は
舜
と
萬
と
の
対
話
形
式
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
文
書
と
し
て
考
え
れ
ば
発
か
ら
萬
に

対
し
て
の
下
命
（
下
達
）
が
あ
り
、
こ
の
下
命
を
受
け
て
萬
が
返

答
（
上
申
）
を
し
た
回
答
請
求
文
書
の
中
で
「
下
達
ー
上
申
文
書
」

に
属
す
る
。
実
は
、
こ
れ
と
ス
タ
イ
ル
が
似
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
が
、
清
華
簡
『
尚
書
』
「
手
至
」
に
お
け
る
以
下
の
条
で
あ
る
。

（
湯
）
日
：
「
各
（
格
）
！
女
（
汝
）
其
又
（
有
）
吉
志
。
」

：
「
句
（
后
）
！
我
迷
（
束
）
越
今
詢
＝
（
旬
日
）
。
」

手
日

こ
の
条
文
に
関
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
今
文
系
『
尚
書
』
に

お
け
る
公
文
書
の
原
理
と
そ
ぐ
わ
な
い
箇
所
が
四
点
あ
る
。
な
ぜ
、

こ
の
よ
う
な
結
果
が
出
た
の
か
を
今
後
多
角
的
に
検
証
す
る
必
要

（
そ
の
1
)
当
該
文
は
平
時
の
謀
議
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

非
常
時
の
定
型
句
で
あ
る
II

格
！
汝
II

の
表
現
を
使
用
す
る
。

（
そ
の

2
)
湯
の
発
言
II

格
！
汝
II

の
下
命
（
下
達
文
書
）
を
受

け
て
、
伊
手
は
II

我
来
！
II

と
返
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
者

は
II

格
II

と
II

来
II

と
同
義
と
み
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
場
合

は
、
返
答
に
「
都
！
」
と
い
う
謙
譲
の
語
辞
を
使
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
こ
の
用
法
が
認
め
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
文
の
構
造

が
「
下
達
文
書
」
で
は
な
く
、
身
分
差
の
な
い
「
平
行
文
書
」
の

対
話
文
と
な
っ
て
い
る
。

（
そ
の

3
)
末
文
に
あ
る
II

帝
日
一
勿
遺
II

の
II

帝
日
II

は
「
虞

書
」
お
よ
び
「
夏
書
」
で
は
用
い
る
が
、
「
商
書
」
で
は
”
王
日
II

を
用
い
、

II

帝
日
II

は
用
い
ら
れ
な
い
。
も
し

II

帝
日
II

の
第
一

人
称
が
架
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
「
手
至
」
は
公
文
書
の
基

本
原
理
に
著
し
く
抵
触
し
、
公
文
書
の
体
を
な
さ
な
い
。

（
そ
の
4

)

I

I

格
！
汝
II

の
後
に
は

II

舜
II

や
II

照
II

な
ど
人
を

表
す
固
有
名
詞
や
不
特
定
名
詞
が
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
II

汝
舜
II

お

よ
び

II

汝
照
庶
II

も
し
く
は
II

汝
照
II

と
な
る
が
、
こ
の
場
合
II

汝
II

の
後
に
II

手
II

の
名
が
な
い
。

が
あ
る
。
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ー No. 

萬

貢

翠
陶
日
都
！
…
萬
日
旺
！
・
：
泉
陶
日
都
！
…
馬
日
何
！
…
泉
陶
日
…
吉
哉
！
…
泉
陶
日
…
往
復
（
平
行
）

2
-
3
可
！
…
萬
日
愈
！
…
泉
陶
日
…
日
…
賛
賛
襄
哉
。

.
'
ー

•
1
•
1
1
,
1
,
1
,
1
•
1
•
1
•
1
•
1
,
1
,
1
,
1
•
1
•
1

、

1
,
1
,
1
•
1
•
1
•
1
•
1
,
1
,
1
•
1
•
I

ヽ

1
•
1

、

1
,
1
•
I
•
1
•

ー

•
1
•
1
•
1
,
1
•
1
•
1
•
1

、

1
•
1
,
1
•

ー

1
•
1
•
1
,
1
•
1

、

1
,
1

泉
陶
膜
帝
日
来
！
萬
…
萬
拝
日
都
！
帝
…
皐
陶
日
旺
！
…
萬
日
…
攀
陶
日
愈
！
…
萬
日
都
！
…
帝
日
下
達
ー
上
申
ー
下
達
止
。

3
-
3
愈
！
，
萬
日
…
休
！
．
帝
日
呼
！
…
萬
日
愈
！
，
帝
日
…
萬
日
愈
哉
！
帝
…
惟
明
！
…
・

曰
於
！
…
帝
庸
作
歌
日
惟
幾
！
…
乃
歌
日
…
喜
哉
！
…
皐
陶
拝
手
稽
首
醍
言
日
念
哉
！
・
：
乃

寮
載
歌
日
：
．
堕
哉
！
，
帝
拝
日
愈
！
往
欽
哉
！

翠
陶
膜

泉
陶
膜

l
-
3
 

発I篇

典I名

往
復
（
平
行
）

尭i 甕
3 i 2 i I 

3 
典i 典i, 3 I 3 

日欽帝帝~!哉帝i: : 日日今
若 哉 日 日 舜 ！ ！日；帝帝：若本
稽！愈契 '-'i: 杏i日 日申稽系
泉：！：曰！帝!i呼呼命古
陶帝杏帝食！日四！！！

"."'ii 
和帝尚

日日！日哉！： 岳ip弗：叔発書
允：益泉！｝欽 ： j哉帝宅日巨
！；：陶:j哉巽i! 日朔：に
：日帝：舜 i! 朕 i: 疇 方 分 お
萬 於 日 帝 日 ！ ：位i岳杏日命け
日！愈日齊帝！！日！：義る
勲：！疇！！日岳 ！ 弄 ： 帝 仲 会
！ 帝 ： ！ 四 ！ 格日i哉歓日宅話
：日帝：

I 

岳；！否 i! 兜 杏 隅 文
皐杏日令： i汝!i : 日 ！ 夷 の
陶！愈日餃i舜： i帝都汝日構
日 二 ！ 垂 日 ！ ：曰！日！義：造
都十：哉：｝汝： i往：和申
！有帝！帝；捗師i欽 帝 盤 命
：二日：日 i帝錫 i哉 日 和 義
萬人杏帝愈i位 帝！！呼：叔
拝：！日！！！日 ！ ： ！ 帝 宅
昌 四愈杏! 0 : ! : 日南
言欽 岳 ！ ！ ｝刷 帝疇交
日 哉：：

1 ・．萬 i 日i 日杏—
愈・ 令帝： i 愈i 呼！日
！ 日 日 帝 ! ! ! ! :'-' 
゜ 伯疇日！ ：！ ：放：

夷！愈i 岳｝ 致齊分
：萬!i 日i 日日命
帝曰：’. I . I 方令 J脊し 手且
日 益帝i 帝！ ！ 子 仲
愈哉日！ 日！ 縣朱和
！！棄！ ：！ 哉啓宅
. . . I I ．， 試； ！ 明 西

ITT 下！下！下
達｝達｝達

央i 止i 止_ oi o 

（
非
文
書
）
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清） ※ 12 11 10 ， 8 7 6 5 4 
， 

西 高
1 金 3 金 2金 金 洪 牧 微 盤 湯 甘

1 儡宗

ー膝 一謄！I一謄 一脈 範 キ芦丘 子
形

庚 誓 誓3 3 3 3 黎 日

厭璧 虐邁害 武王 王：• 叔砥呂 公珪 ： 史既斎天 惟 時 微 西 高 爾盤 王 王
日．今乃 子 十 甲 子 伯 宗

身’ 庚矢
日 日

珪典゚ 疾’ 既克殷
執書 及其 腔 ： 我 冊祝 ：有 子 若 鷹形 格 嵯

＇ ．乃 即ニ 昧 日 日 弗言 ！ ！ 

泣以 弟露
．：並 命日年 祀 爽 黎

， 
可日 /,, , 

ホホ三 絃胃於惟’
， 

日
， 
越 楓：

爾
事

不母年 日乃 侯仮 ― 爾王 王
祖

有 卜 照
之

亀プじ ― 疾有
、、

誓 庶我乃 ，：流
， ’ 孫冗

訪 王 父

!: 
稽 ， 人

許有王 言 干
'-」

師 日
， 

’備不 千 能念 爾某弗 箕 磨 日
奔 悉

汝

我子豫有 國 之 ’ 豫 子 日
告

己 矧
聴

誓
乃之 日 予許邁’

， 
微

干
日 日

朕
告

王 言
璧以在責遅° 一 我腐二 王 王 子

日
， 汝

人 ’虐炭 公 乃 日 日 乃 王
奥上二 公 ゜我日 言 嵯

王
訓 若

弗珪 ’公 及 茸/、：. 日 ！ 
日

干 日
爾

蹄惟告 王 璧以若周 嗚
嗚

王 格
不

用
:B°{周 乃 爾公 呼 王 日 ！ 命
乃―公 問 珪輿三日 ！ 日

呼
汝

従 ， 

命ブ孫じ 日

嘉
王： 箕

！ 
翠

キ＝皿丘と
戟

執 骰： 帰侯 是周 子 爾
， 言

干
祖

， 
事也史 胆ヽ 有 公 ; 予 社
人 ’乃 百 爾 杢日 箕

伊
告

予 ， 

日不冊 執 命子： 子
反

汝
則

予
勿若祝 事 ’ 之 乃 乃 干

日 ....,... 臨

塁敢旦告 封 爾責於 告 言 爾
嗚

聴
数

言也先 日 不太 日 身弓
呼

予
汝

裁
！ 

， 
！ ：王 許天王 有 ゜塗
゜休日 我 ’ ‘ 日 数 人
之休 ’以王 王 ゜

不
之

許元 我旦季
無

作
我孫 乃代‘ 日

干
猶

我’ 骰也 屏璧 某 文 皇
戟
爾

之王
邦

罰
則

， 
！ 輿 身 ’ 日 及I ゜

下 上

下達止゚ 下達上i 

文： 往 畠下

! 
上 上 下 ~ 贔達 『 書 復 達 『申 達

の
達 ＾ ＾ 

＾ 形 -平 胃 下
下

式 I行 申 達
達

に
達下 -上

ヽ
ヽ

I 適
下 合

0 i 
達 せ
゜ ず ＾ 下

(302) 
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王
若
日
…
矧
日
…
日
…
日
…
日
…
日
…
日
…
日
・
・
・
予
沖
人
思
靱
日
…
緩
予
日
…
日
：
主
日
…
下
達

曰
：
王
日
嗚
呼
！
…
予
永
念
日
…

【
錯
簡
惟
三
月
哉
生
塊
…
】
王
若
日
明
！
・
・
・
王
日
…
王
日
…
王
日
…
王
日
・
・
・
王
日
…
又
日
…
下
達

王
日
…
王
日
…
王
日
…
王
日
：
主
日
…
王
日
…
王
日
…
王
若
日
…

15

酒

詰

王

若

日

…

日

…

不

＿

惟

日

…

王

日

…

王

日

…

亦

惟

日

…

王

日

…

王

日

…

予

惟

日

…

王

曰

下

達

16

梓

材

王

日

…

日

：

・

日

…

曰

…

惟

日

・

・

・

今

王

惟

日

…

惟

日

…

下

達

17

召
詰
惟
二
月
既
望
，
越
六
日
乙
巳
：
・
〔
太
保
〕
錫
周
公
日
拝
手
稽
首
日
…
矧
日
：
・
旦
日
…
矧
日
：
・
下
達
ー
上
申

1
8
洛
詰
周
公
拝
手
稽
首
日
…
王
拝
手
稽
首
日
…
周
公
日
・
・
・
予
惟
日
…
惟
命
日
…
公
日
…
【
錯
簡
惟
三
上
申
—
下
達
ー
上
申
止
。

後

2
-
2
月
哉
生
塊
：
】

•
I
'
,
1
,
9
,
1
,
1
'
,
1
,
1
,
1
,
1

，
ー
，

1

，

1

、

1
,
9
,
1
,
1

，
ー
，

1

，

9
,
1
,
1
,
1
,
1
,
9

，
ー
，

1

，

9
,
9
,
1
,
1

前

康

諧

錯

簡

•
I
'
,
9
,
9
,
9
,
1
、

中

洛

詰

王

若

曰

：

主

曰

…

王

日

…

王

曰

…

周

公

拝

手

稽

首

日

…

l
-
2
 

14 13 （簡華

無

逸

多
士
一
惟
一

l
-
2
 

月
，
周
公
初
干
新
邑
洛
，
用
告
商
王
士
，
王
若
日
爾
殷
遺
多
士
…
我
聞
曰
…
矧
日
…

多
士
一
王
若
日
爾
殷
多
士
…
予
其
曰
：
主
日
猷
…
今
爾
又
日
…
王
日
…
王
日
…
王
日
…
王
日
…

2
-
2
 周

公
日
嗚
呼
！
…
周
公
日
嗚
呼
！
…
日
…
日
…
周
公
日
嗚
呼
！
…
周
公
日
嗚
呼
！
…
周
公
日
一
上
申

嗚
呼
！
…
日
…
周
公
日
嗚
呼
！
…
日
…
日
…
日
・
・
・
周
公
日
嗚
呼
…

康

詰

大

詰

金
脈
一
王
問
執
事
人
日
…
王
捕
書
以
泣
日

3
-
3
 

金

膝2
-
3
 管

叔
及
其
群
兄
弟
，

乃
流
言
干
邦
日
：
・
周
公
乃
告
二
公
曰
…

下
達

下
達

往
復
（
平
行
）

下
達
ー
上
申
下
達
止
。

下
達
—
上
申

(303) 
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罰…王日：・上帝日：主日…王日…即刑乃，敬之哉。庶聴朕言，岡脊告。
28 

秦

誓

公
日
嵯
！ 
我
士
聴， 

無
謹， 

予
誓＝ 

告
汝

以
不
ゃ月ヒ

保
我
子
孫， 

黎
民
亦
殆
哉
！ 

下
達

27 26 

費
文
侯

痣言 孟
公 王
日 若
嵯 日
！ 
人 王

喜日

， 

聴
命

無
敢
不
多， 

汝

誓
大

刑

下

｀ 
達

25 

呂

刑

：惟 首盗※
王呂 “ ， 位’ 者筆
日命
旺’ 非慕註
束 王 朝古・
！享 臣 法 察
：國 日’昌
告百 ：＇，去^
爾 年 稽 II 後漢
祥竜 首昧
刑： 再死-
：王 拝" 独=;i 
王日 II'  

日： ご日呈断
嗚日 と： f~ 
呼 ： あ II し

！王 る稽-,
敬日 が 漢

之嵯
首承

哉！
尚ヽ II ， 秦

I ．:  ． 書光誤
．王 巨 武
：日 fr 因群
王 嗚 丘而臣
曰呼 適 不 上
:' 合改’應白

なし 朝 言

ぃ 臣 ”
° 日昧

．死

II 

稽 ゜
首王
頓 葬

下
達

(304) 
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顧 立 多 君
2 I 

命 ー政
2 

一方
2 

爽

：日惟 周 惟 ：周
皆：日 公 五 公公
再王四 若 月 日若

稽拝 再月 日 丁 ：日
拝哉 亥 ハム ・ ： 

首 興生 周 ：日又
日答塊 公 周 ：日
：日

， 
日 公 公：

王 ：王 日 日公
若上不 拝 王 ：日
日宗憚 手 若

日： 閂 日 公
：王 日
賓日 后 王
禰嗚 芙 日 公
奉呼

， 
日

嘉[ 日 王
日 公

日＾ 周 日
日 公 王
乙 若 日 公
丑 日 日
王 又
崩 日 公

日
太
史
乗
書

ヽ

御
王
冊
命

上申 上下
下 平

亨上
行

申I申I達上I 
下 申 申

｀ 達止I 。

止 上
。申

I 
上
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成

武籠
郡 大 大 病 翌1;

武倫
宝 史 祭

大i＇ 小，I I ， ： 文 度

開 保 緊 戒 倣 保 典 記 公 開 開 傲 邑

周 周 王 維 王 王 王 王 王 王 ：王 足及維：束維嗚維 ：王
公 公 召 武 訪 告 召 召 召 在 公 若 ご為王嗚後二呼文 王乃
旦 旦 周 王 干 召 周 周 周 成 日日 人二呼之十有 ！ 王 日升
日 日 公 周 告 公 公 公 周

：祭
盛月！人゜ 敬告 旦扮

嗚 嗚 旦 周 公 傲 旦 旦 旦
， 

不既生 ： 五之夢 ：之
呼 呼 日 公 旦 召 日 日 日 昧 • ノ.L＼ヽ 足 ~=祀哉' 王阜
！ ！嗚 旦 日 周 嗚 嗚 嗚 爽 拝 ’塊 後'------'嗚'! 憚 日以

：呼 日 嗚 公 呼 呼 呼 召 手 王' 呼 王 ： 後 旦望
王 王 ！嗚 呼 旦 ！ I I -

稽 拝王 人！念 嗚祀 ：商
拝 拝 ：呼 ！ 日 ．： ノム＼ 首 傲在 謀敬日 呼之 王邑
日 日 周 ！ ：嗚 周 周 周 左 日 我翌ll競之多 ！血‘‘‘‘ 日

， 

允 允 公 ：周 呼 公 公 公 史 ： 後' ’哉□ 敬保
嗚呼 永歎

哉 哉 日 如 公 ！旦 旦 旦 戎 王 人立 不！’ 之'
！ ！ ；何 日 ：拝 拝 拝 夫 日 謀干 可汝正 哉庚 ！ 日

：王 ？ ：周 手 手 手 日 嗚 競少 以恭月 ！ 辰 旦：
日 周 王 公 稽 稽 稽 今 呼 ’庭戒後聞丙無詔 ：嗚
嗚 公 拝 日 首 首 首 夕 ！ 不 ’ 不子有時 太 呼
呼 日 日 日 日 日 朕 可兆後命拝 子 I 

！ ：允 王 ：格 膳 王 蔵以墓戒 ゜望蓋肢
：武 哉 拝 I ： 九 宿 ：

， 
’日 王

周 王 ！ 日 而
日

’開 ’嗚食後戒 汝 日
公 再 允 允 言 戒’不呼無時 敬
日 拝 哉 哉 ： 王 後開悉！ 後之 日

日 ！ ！ 日 人蕨 日 敬 ’戒哉 安
嗚 ：余 其後不之汝 '' ！ 
呼 聞 祭 用人足哉開謀： 予
！ 日 公

汝謀八’ ゜ ！ 後念勿 ： 告
允 拝

後之嗣謀摺嗚呼 汝
哉 手 ’傲
！ 稽 維五 人

， 
！゚ 王

首 宿戒 ！日 敬 日
日 不 ゜ 朕嗚 之 嗚

悉八 聞呼 哉 呼
公 日傲 日 ＇ ！ ！ 
日 不： ：干 旦

上 上 下 下 下 下 下 下 下 下 下 下 下 下 下
申 申 達 達 達

亨上
達 達

亨上
達 達 達 達 達 達

I I I 土上 I l 1 下 下 上 上
達 達 申 申 申 『申 申 申 申
止 止 I I 
゜ ゜ 下 下 下

達 達 達

' I ＇ I ＇ I ＇ 
止 止 止

I ， ， I ， ゜ ゜ ゜

(305) 



（
二
）
「
保
訓
」
の
分
析

「
手
至
」
と
異
な
り
、
「
保
訓
」
に
引
用
さ
れ
る
成
語
;
;
‘
定

型
句

i

は
今
文
系
『
尚
書
』
お
よ
び
伝
世
本
『
逸
周
書
』
と

一
致
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
今
文
系
『
尚
書
』
に
お
け
る
公
文
書

の
原
理
に
も
見
事
適
合
し
て
い
る
。

佳
王
幸
＿
＿
（
五
十
）
年
，
不
豫
，
お
忍
宮
日
之
多
歴
，
恐
述
（
堕
）

保
訓
。
戊
子
，
己
丑
，
自
痕
＝
（
願
水
）
昧
【
―
】
[
爽
]
ロ
ロ
ロ
ロ

□
□
□
□
□
□
[
王
]
若
日
：
「
検
，
朕
疾
適
甚
，
恐
不
女
及
【
二
】

訓
。
昔
前
人
偲
保
，
必
受
之
以
詞
。
今
朕
疾
允
病
，
恐
弗
念
終
，

女
以
箸
（
書
）
【
三
】
受
之
。
欽
オ
（
哉
）
，
勿
淫
！
昔
舜
旧
作
尖

_
-
（
小
人
）
，
親
耕
千
歴
，
茅
恐
（
功
）
救
（
述
）
中
。
自
詣
（
稽
）
，

季
（
蕨
）
志
【
四
】
不
緯
（
違
）
干
庶
万
管
（
姓
）
之
多
欲
。
季

（
蕨
）
又
施
干
上
下
遠
執
（
迩
）
，
酒
易
立
（
位
）
。
執
（
迩
）
詣

（
稽
）
，
測
【
五
】
会
胸
（
陽
陽
）
之
勿
（
物
）
，
咸
川
（
順
）
不

逆
。
舜
既
得
中
（
衆
）
，
言
不
易
賞
変
名
，
身
絃
備
惟
【
六
】
允
，

用
作
翼
＝
（
翼
翼
）
不
解
，
三
降
之
徳
。
帝
党
嘉
之
，
用
受
蕨
緒
。

尉
暇
閃
販
芯

T
砂
T
辺
匹
！
昔
微
段
中
干
河
，
以
嵐
又
―
―
易
＝
（
有

易
，
有
易
）
杯
（
伏
）
季
（
厭
）
睾
。
亡
害
，
酒
追

33146 
武 I五

権
一
周
公
旦
日
嗚
呼
！
…
王
拝
日
允
哉
！
…

穆
日
若
稽
古
日
…
休
哉
！

た
だ
し
、
次
項
で
述
べ
て
あ
る
が
、

II

王
若
日
II

と
す
る
定
型

句
が
設
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
の
後
に
い
く
つ
か
の

II

王
日
II

①
[
王
]
若
日
：
②
於
呼
！
骰
，
③
今
女
祗
服
母
悌

惟
宿
不
祥
！

（
蹄
）
中
子
河
。
【
八
】
微
寺
（
志
）
弗
忘
，
偲
胎
至
孫

i
-

（
子
孫
）

干
成
康
（
唐
）
，
祗
備
（
服
）
不
悌
，
用
受
大
命
。
於
呼
！
骰
，
敬

屑
【
九
】
朕
聞
塁
不
旧
（
久
）
，
命
未
有
所
延
。
今
女
祗
備
（
服
）

叫
罰
，
其
有
所
悠
突
，
不
【
十
】
及
年
身
，
受
大
命
。
郎
艇
心
7
,

勿

淫

il，
佳
宿
不
菜
（
祥
）
！
」
【
十
一
】

「
保
訓
」
は
老
齢
と
な
っ
た
文
王
が
太
子
骰
に
対
し
て
下
命
し
た

訓
戒
で
あ
る
。
王
か
ら
太
子
に
宛
て
ら
れ
た
下
達
文
書
で
あ
る
が
、

親
子
の
間
の
や
り
と
り
で
あ
る
た
め
私
文
書
の
成
語
が
含
ま
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
訓
戒
の
緒
言
は

II

王
若
日

II

と
す
る
が
、
こ
の
後
に
感
嘆
詞
に
宛
先
人
名
を
、
王
の
訓
言
、

そ
し
て
結
語
に
違
反
条
件
に
よ
る
不
祥
（
災
禍
）
予
告
を
付
し
、

以
下
の
よ
う
に
順
序
よ
く
定
型
句
が
四
段
階
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

口
ー
下
達
止
。

下
達
。

④
不
及
年
身
，

(306) 



22 23 24 25 No. 

大 小 文 文 篇

開 開 傲 偲 名

蔵八維 ~=嗣維 蓋：維 文 伝
’傲 王 後嗚謀三 ’嗚文 王 世

戒五二 '--'呼・+後 呼 王 立又 本
後戒月 人！日有 戒！告 命 ==u 
人゜既 謀敬嗚五 後敬夢 之 逸
其八生 競之呼祀 戒之'九 周
用傲塊 ’哉！’ ’ 哉 憚 年 書

汝謀及： 王， 

不 ＇ 干員多

謀！後 時 ~ 

可後束 喜：祀
召

に

~ 廿、． 為人 在郡
以後， 之人 後之

嗚之 お
楓呼無 太

け
盛’ ！ 人口 ！保 子

る
不立

：：嗚。骨， 
敬 ’ 狡

会
足干 之庚 日

話
';ノj, 哉辰 嗚

文
王庭 不 ：呼丙 9. 吾"刀ロ 呼

の
拝’ • I 子 ：太 ！ 

構
← 傲兆 悉 ：敬拝 嗚子

造
我墓 日 之切芋 呼検
後九

足不。 哉汝！ヽ 食無9 

！日 2 
人開 敬 ～

2 謀’ 之汝
競開 恭時 哉敬
’蕨 聞

， 
！之

不後 不 汝 無哉
可人 命開 有！
以

， 
゜後 時：

｀ 
下 下 下 戸又

達 達 達 発

嬰
向

か
ら
な
る
文
言
が
連
な
る
の
で
、
「
保
訓
」
は
不
全
の
竹
簡
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
こ
こ
で
使
用
さ
れ
る

II

王
念
・
・
・
敬
哉
！
・
・
・
日
不

足
11

は
文
王
が
太
子
肢
の
行
く
末
を
案
じ
る
た
め
の
成
句
で
あ

り
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
同
じ
定
型
句
が
伝
世
本
『
逸
周
書
』

「
小
開
」
第
二
十
三
お
よ
び
「
大
開
」
第
二
十
二
に
存
在
す
る
。

伝
世
本
『
逸
周
書
』
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
文
王
が
太
子
彼
に
訓

戒
し
た
と
明
確
に
判
断
で
き
る
篇
は
「
文
傲
」
第
二
十
四
と
「
文

傭
」
第
二
十
五
の
み
で
あ
っ
た
が
、
「
保
訓
」
の
出
現
に
よ
っ
て
、

「
文
偲
」
．
「
文
傲
」
・
「
小
開
」
．
「
大
開
」
の
四
篇
す
べ
て
が
文
王

に
よ
る
太
子
肢
へ
の
訓
戒
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
な

る
。
逆
に
、
『
逸
周
書
』
か
ら
推
察
す
る
と
、
亡
侠
し
た
部
分
に
は

当
該
竹
簡
に
は
見
ら
れ
な
い
太
子
骰
の
代
名
詞
で
あ
る

II

後
人
II

の
成
語
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

実
は
「
保
訓
」
お
よ
び
『
逸
周
書
』
の
当
該
四
篇
に
お
け
る
成

句
お
よ
び
定
型
句
は
、
河
北
省
平
山
県
の
中
山
王
墓
か
ら
出
土
し

た
戦
国
時
代
の
「
中
山
王
鼎
」
（
『
文
物
』
一
九
七
九
年
一
期
）
等

の
金
文
（
佳
十
四
年
中
山
王
作
鼎
干
銘
日
嗚
呼
！
語
不
骰
哉
！
（

O

中
略
）
呼
念
之
哉
！
後
人
其
庸
之
母
忘
ホ
邦
．．． 
嗚
呼
！
念
之
哉
！
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（
一
）
人
称
代
名
詞
「
朕
•
余
」
、
「
乃
・
女
」
｀
「
ホ
（
爾
）
」
、
「
我
・

吾
」
の
区
別
に
つ
い
て

陳
夢
家
は
、
西
周
の
金
文
で
は
第
一
人
称
代
名
詞
で
あ
る
II

朕
II

と
II

余
II

に
つ
い
て
、
前
者
が
所
有
格
(
m
y
)
、
後
者
が
主
格
(

I

)

と

厳
格
に
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
今
文
系
『
尚
書
』
に
は
こ
の
区
別

が
な
く
、
一
部
の
例
外
を
除
き
主
格
を
示
す
II

余
II

が
II

朕
II

に

書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
陳
は
こ
の
理
由
と
し

て
、
『
史
記
』
「
秦
始
皇
本
紀
」
始
皇
二
十
六
年
の
条
に
「
天
子
自

称
日
朕
」
の
記
事
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
秦
の
始
皇
帝
が
天
子
は

II

朕
II

と
自
称
す
る
と
し
た
こ
と
に
今
文
系
『
尚
書
』
は
影
聰
を
受

け
た
と
主
張
し
て
い
る
（
注
3
)
0

筆
者
は
陳
の
主
張
を
概
ね
是
と
す
る
も
の
の
、
筆
者
は
そ
の
背

景
と
し
て
西
周
時
代
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
第
一
人
称
の
所
有
格

を
示
す
用
法
は
、
戦
国
時
代
に
な
っ
て
次
第
に
用
い
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
始
皇
帝

以
前
に
お
い
て
も
秦
王
は

II

朕
II

を
自
称
し
て
い
た
の
だ
が
、
始

皇
帝
が
全
国
統
を
契
機
に
こ
れ
を
正
式
に
公
布
し
た
も
の
と
解

五
、
公
文
書
の
基
本
原
理
と
人
称
代
名
詞
の
区
別

子
子
孫
孫
永
定
保
之
，
母
替
率
邦
。
）

れ
る
。

に
も
よ
く
似
た
文
例
が
見
ら

釈
す
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
西
周
の
金
文
で
は
第
二
人
称
代
名
詞
で
あ
る
II

乃
II

と
II

女
II

に
つ
い
て
も
、
前
者
が
所
有
格
(your)
、
後
者
が

主
格
お
よ
び
目
的
格
(you)
と
厳
格
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
今
文
系

『
尚
書
』
は
こ
の
区
別
を
概
ね
踏
襲
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ
で

は
西
周
時
代
の
金
文
に
は
存
在
し
な
い
主
格
・
所
有
格
・
目
的
格

の
三
つ
を
兼
備
す
る
第
二
人
称
代
名
詞
の
”
年
（
爾
）

II

が
新
た

に
附
加
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
第
一
人
称
代
名
詞
の

II

我
II

と
II

吾
II

の
区
別
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

II

我
II

と
II

吾
II

の
区
別
に
つ
い
て
は
古
来

諸
説
あ
る
が
（
注
4
)

、
『
論
語
』
で
は
以
下
の
と
お
り
、

II

吾
II

を
第

一
人
称
単
数
の
主
格
・
所
有
格
・
目
的
格
で
そ
れ
ぞ
れ
表
現
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

II

吾
II

は
主
格
・
所
有
格
・
目
的
格
を
兼
備
す
る

第
二
人
称
代
名
詞
の

II

年
（
爾
）

II

に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
す
る
。

子
日
：
「
報
十
有
五
而
志
干
學
。
」
（
為
政
）

子
日
：
「
回
也
，
非
助
我
者
也
，
干
報
言
無
所
不
説
。
」

【
主
格
】

【
所
有
格
】

（
先
進
）

【
目
的
格
】
子
日
：
「
吾
不
徒
行
以
為
之
榔
，
以
報
従
大
夫
之
後
，

不
可
徒
行
也
。
」
（
先
進
）
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い
っ
ぽ
う
、

II

我
II

は
II

吾
II

と
の
比
較
な
ど
か
ら
、
以
下
の
と

お
り
第
一
人
称
複
数
の
主
格
•
所
有
格
・
目
的
格
で
そ
れ
ぞ
れ
表

現
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
す
で
に
西
周
金
文
の
「
毛
公

鼎
」
等
で
も
第
一
人
称
複
数
と
し
て
、
主
格
・
所
有
格
の
用
法
が

認
め
ら
れ
る
。

【
主
格
】
子
貢
日
：
「
叫
不
欲
人
之
加
諸
我
也
，
吾
亦
欲
無
加
諸

人
．
」
（
公
冶
長
）

【
所
有
格
】
子
日
：
「
子
日
：
三
人
行
，
必
有
司
師
焉
」
（
述
而
）

【
目
的
格
】
子
日
「
：
二
三
子
以
叫
為
隠
乎
，
吾
無
隠
乎
爾
，
吾

無
行
而
不
輿
二
三
子
者
，
是
丘
也
．
」
（
述
而
）

こ
れ
に
関
し
て
、
『
荀
子
』
「
脩
身
篇
」
は
上
掲
の
述
而
篇
に
あ

る
「
三
人
行
，
必
有
叫
師
焉
」
を
逆
説
的
に
「
非
我
而
嘗
者
司
師

也
」
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦
国
時
代
末
に
お
い
て
も
複

数
形
の

II

我
II

と
単
数
形
の

II

吾
II

と
の
区
別
は
で
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
な
ど
か
ら
、
公
文
書
の
基
本
原
理
に
立
脚
す
れ

ば
II

我
II

を
複
数
（
主
格
・
所
有
格
・
目
的
格
を
兼
ね
る
）
、

II

吾
II

を
単
数
（
主
格
•
所
有
格
・
目
的
格
を
兼
ね
る
）
と
考
え
る
の
が

至
当
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
『
尚
書
』
は
周
王
朝
に
お
け
る
公
文
書

(
p
u
b
l
i
c

a
r
c
h
i
v
e
s
)

の
型
式
を
踏
襲
し
、
各
篇
は
「
王
日
」
を
以
て
緒
言
と

す
る
先
王
の
言
行
録
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
論
語
』
は
孔
子

学
団
に
お
け
る
準
公
文
書

(
p
r
i
v
a
t
e

a
r
c
h
i
v
e
s
)

で
あ
り
、
各
篇
は

「
子
日
」
を
以
て
緒
言
と
す
る
孔
子
の
言
行
録
と
な
っ
て
い
る

（注

5)°

言
い
換
え
れ
ば
、
孔
子
学
団
は
『
尚
書
』
に
類
似
し
た
公

文
書
の
ス
タ
イ
ル
に
な
る
『
論
語
』
を
も
っ
て
孔
子
を
先
王
と
同

格
に
扱
っ
て
い
る
。
と
く
に
、

II

党
日
：
「
杏
！
爾
舜
…
」

II

を
書

き
出
し
と
す
る
篇
尾
の
「
党
日
」
篇
は
明
ら
か
に
『
尚
書
』
の
文

体
を
模
倣
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
「
発
日
」
篇
も
偽
孔
伝
本
（
『
偽
古
文
尚
書
』
）
と
同

様
に
公
文
書
の
基
本
原
理
を
解
し
て
い
な
い
た
め
、
『
尚
書
』
に
見

え
る
成
語
や
定
型
句
を
意
味
無
く
羅
列
し
た
だ
け
の
体
裁
と
な
っ

て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
公
文
書
の
基
本
原
理
を
解
し
え
な
か
っ

た
孔
子
学
団
は
本
来
の
『
尚
書
』
に
字
句
等
を
加
上
し
た
り
改
変

す
る
す
る
こ
と
は
で
き
た
と
し
て
も
、
『
尚
書
』
を
創
作
す
る
ほ
ど

の
能
力
は
持
ち
得
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
。

こ
れ
は
浅
野
裕
一
氏
が
『
孔
子
神
話
ー
宗
教
と
し
て
の
儒
教
の

形
成
』
（
三
一

0
頁
、
一
九
九
七
年
岩
波
書
店
）
の
中
で
「
先
王
・

周
公
を
排
除
し
て
、
孔
子
に
儒
教
の
教
祖
の
地
位
を
独
占
さ
せ
る

こ
と
は
、
当
初
か
ら
儒
教
運
動
の
最
大
の
目
標
で
あ
り
、
一
貫
し

た
悲
願
で
あ
っ
た
。
」
と
す
る
主
張
を
強
く
裏
づ
け
る
結
果
と
な
る
。

さ
ら
に
以
上
の
点
に
留
意
し
て
、
今
本
系
『
尚
書
』
お
よ
び
伝

世
本
『
逸
周
書
』
各
篇
に
お
け
る
会
話
文
の
構
造
を
相
互
に
解
析

し
て
み
る
と
、
実
は
先
王
の
代
名
詞
お
よ
び
承
諾
表
現
に
明
確
な

(309) 



区
別
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
尚
書
』
は

II

先
王
II

が
発
給
す
る
公
文
書
ゆ
え
に
緒
言
は
II

王
若
日
II

や
II

王
日
II

の
ス
タ
イ
ル
を
と
る
。
も
っ
と
も
、
「
虞
夏

書
」
の
最
高
権
力
者
は

II

先
帝
II

で
あ
る
か
ら
「
党
典
」
お
け
る

発
、
「
夏
書
」
の
「
泉
陶
膜
」
に
お
け
る
舜
の
発
給
公
文
書
は
”

帝
日
II

の
ス
タ
イ
ル
を
と
る
。

こ
の
う
ち
、

II

王
若
日
II

の
文
言
は
今
文
系
『
尚
書
』
や
西
周
金

文
に
も
見
ら
れ
る
成
句
で
あ
る
。

II

王
若
日
II

の
文
義
に
つ
い
て
も

諸
説
あ
る
こ
と
は
周
知
し
て
い
る
（
注
6
)
。
た
だ
し
、
公
文
書
の
基

本
原
理
か
ら
す
れ
ば
、
単
に
公
文
書
に
お
い
て
以
下
複
数
現
れ
る

II

王
日
II

の
筆
頭
で
あ
る
と
の
文
義
し
か
持
ち
得
な
い
。
言
い
換
え

れ
ば
「
若
」
と
は
「
初
」
と
同
義
で
あ
り
、

II

王
若
日
II

か
ら
始
ま

る
場
合
は
こ
れ
に
継
続
し
て
以
下
い
く
つ
か
の
II

王
日
II

が
連
な
る

複
文
の
公
文
書
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
今
文
系
『
尚
書
』
の
中
の

末
文
に
は
稀
に

II

王
若
日
I

I

(

「
康
詰
」
・
「
顧
命
」
）
や
II

周
公
若

日
I
I
(

「
立
政
」
）
を
設
け
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
単
な
る
錯
簡

と
考
え
た
い
。

（
二
）
清
華
簡
『
尚
書
』
「
金
勝
」
の
分
析

「
金
膝
」
は
今
文
『
尚
書
』
お
よ
び
清
華
簡
と
も
に
武
王
の
病

気
平
癒
を
祈
祷
す
る
公
文
書
を
中
心
に
そ
の
前
後
の
公
文
書
も
内

包
す
る
複
合
文
書
か
ら
な
る
篇
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
王

の
病
気
平
癒
に
対
す
る
祈
祷
は
非
常
時
に
お
い
て
亡
き
先
王
の
霊

験
に
対
し
て

II

史
（
史
官
）

II

が
祈
祷
文
書
に
書
写
さ
れ
た

II

冊

（
文
書
）

II

を
II

祝

(11
音
読
）
“
す
る
。
い
わ
ば
こ
の
種
の
祈

祷
文
は
、
大
旱
に
お
い
て
慈
雨
を
乞
う
「
祭
祷
」
や
大
戦
に
お
け

る
「
誓
文
」
と
同
様
の
性
格
を
も
つ
と
解
せ
ら
れ
、
両
「
金
腟
」

の
祈
祷
文
は
と
も
に
四
段
階
の
定
型
句
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
清
華
簡
「
金
謄
」
が
、
六
つ
の
場
面
（
ス
テ
ー
ジ
）

か
ら
な
る
公
文
書
で
編
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
更
に
今
本

「
金
朦
」
は
周
公
が
亡
き
三
人
の
先
王
に
武
王
の
平
癒
を
上
聞
（
所

望
）
す
る
場
面
と
亀
卜
に
よ
る
亡
き
三
人
の
先
王
か
ら
下
命
さ
れ

た
場
面
か
ら
な
る
二
つ
の
公
文
書
が
附
加
さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
し

て
、
今
本
「
金
謄
」
に
附
加
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
公
文
書
に
は
定

型
句
が
認
め
ら
れ
ず
、
公
文
書
の
基
本
原
理
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

清
の
哀
枚
な
ど
は
今
文
『
尚
書
』
の
他
篇
が
政
治
の
大
道
に
関

係
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
、
こ
の
篇
だ
け
が
周
公
の
行
為
に
焦
点

を
当
て
て
い
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
な
ど
と
し
て
、
今
本
の
「
金

謄
」
を
漢
代
の
偽
作
と
決
め
つ
け
た
経
緯
が
あ
る
。

し
か
る
に
、
清
華
簡
八
篇
（
「
手
至
」
・
「
手
浩
」
・
「
程
膳
」
．
「
保

訓
」
・
「
者
夜
」
・
「
金
膝
」
・
「
皇
門
」
・
「
祭
公
」
）
の
う
ち
、
西
周

の
金
文
で
は
所
有
格
の
第
一
人
称
で
あ
る
II

朕
II

と
主
格
の
第
一

人
称
で
あ
る
II

余

(11
予）

II

に
つ
い
て
、
清
華
簡
「
金
膝
」
は

こ
れ
を
厳
格
に
区
別
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
清
華
簡
「
金
腟
」
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は
、
筆
者
が
主
張
す
る
第
一
人
称
の
複
数
形
で
あ
る
fl

我
fl

と
第

一
人
称
の
単
数
形
で
あ
る

II吾
IIと
を
厳
格
に
区
別
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
fl

吾

IIが
一
人
称
単
数
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

周
公
が
先
王
で
あ
る
王
季
（
文
王
の
父
）
の
血
統
を
引
く
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
、
二
公
（
太
公
お
よ
び
召
公
）
が
「
叫
其
為
王
穆
卜
！
」

と
述
べ
て
執
行
し
よ
う
と
し
た
先
王
へ
の
亀
卜
に
、
周
公
が
そ
れ

は
部
外
者
が
行
う
べ
き
資
格
は
な
い
と
し
て
、
「
未
可
以
戚
司
先
王
」

と
主
張
し
て
阻
止
し
、
自
ら
が
執
行
の
責
を
負
っ
た
と
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
は
「
金
腔
」
を
解
釈
す
る
上
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
ろ
う
（
注
7
)
。
ま
た
、
今
本
『
尚
書
』
「
金
謄
」
は
11

本
来
は
所
有

格
で
あ
っ
た

II乃
IIと
主
格
で
あ
っ
た

fl

女
fl

と
を
混
用
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
清
華
簡
「
金
謄
」
は
第
二
人
称
に
主
格
•
所
有

格
・
目
的
格
の
三
つ
を
兼
備
す
る

II年
（
爾
）

IIの
み
を
用
い
て

い
る
の
も
特
徴
の
―
つ
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
清
華
簡
「
金

膝
」
は
今
本
『
尚
書
』
の
「
金
脈
」
と
は
異
な
る
古
い
時
代
に
お

け
る
『
尚
書
』
の
ス
タ
イ
ル
を
伝
え
て
い
る
。

今
本
『
尚
書
』
「
金
謄
」

・
・
・
ニ
公
日
：
「
渕
其
為
王
穆
卜
！
」
，
周
公
日
：
「
未
可
以
戚
剖

先
王
」
…
…
…
闊
冗
孫
不
若
旦
多
材
多
藝
，
不
能
事
鬼
神
。
乃
命

於
帝
庭
，
敷
佑
四
方
，
用
能
定
暇
子
孫
於
下
地
…
…
…
王
執
書
以

泣
日
：
「
其
勿
穆
卜
！
昔
公
勤
努
王
家
，
惟
刊
畢
バ
ヘ
弗
及
知
。
今
天

動
威
以
彰
周
公
之
徳
，
惟

t
i其
新
逆
，
渕
國
家
證
亦
宜
之
．
」

清
華
簡
「
金
腔
」

…
二
公
告
周
公
日
：
「
剖
其
為
王
穆
卜
！
」
，
周
公
日
：
「
未
可

以
戚
酪
先
王
」
：
・
：
・
…
吋
元
孫
骰
也
，
邁
害
虐
疾
，
特
母
乃
有
備

子
之
責
在
上
，
惟
⑬
元
孫
肢
也
，
•
…
…
•
主
捕
書
以
泣
日
：
「
昔
公

勤
勢
王
家
，
惟

tl亦
弗
及
知
，
今
皇
天
動
威
，
以
彰
公
徳
，

惟
斜
咽
パ
其
親
逆
公
．
」

こ
れ
に
関
し
て
、
清
華
簡
の
『
逸
周
書
』
「
祭
公
」
で
は

11

脚
刃
「

刷
制
周
文
王

II、
ま
た
「
皇
門
」
で
は

IItiII
の
表
現
が
見

え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
清
華
簡
の
『
逸
周
書
』
は
、
清
華
簡
『
尚

書
』
の
「
金
謄
」
と
異
な
り
、

II朕
IIを

11

余
（
予
）

IIと
同
様
に

主
格
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
「
手
至
」

は
一
人
称
複
数
で
用
い
る
べ
き

II我
IIを
一
人
称
単
数
と
し
て
多

用
し
て
い
る
。

以
上
の
分
析
か
ら
、
清
華
簡
『
尚
書
』
の
「
金
脈
」
は
清
華
簡

の
『
逸
周
書
』
よ
り
も
更
に
古
い
時
代
の
公
文
書
の
ス
タ
イ
ル
残

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、

こ
の
違
い
が
清
華
簡
に
お
け
る
『
逸
周
書
』
と
『
尚
書
』
と
の
区

別
に
な
る
か
も
し
れ
ず
、
今
後
刊
行
さ
れ
る
「
康
詰
」
・
「
顧
命
」
．
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「
君
爽
」
・
「
立
政
」
・
「
説
命
」
篇
と
の
比
較
の
上
に
立
っ
て
更
に

A

今
文
『
尚
書
』
「
金
謄
」
（
筆
者
註
：
ー
—
—
ー
は
定
型
句
ま

た
は
成
語
を
示
す
。
）

既
克
商
二
年
，
王
有
疾
，
弗
豫
。
【
コ
盛
t
i
：
我
其
為
王

fl】〔
※

平
行
文
書
往
信
〕
。
【
剛
到

t[
：
渕
司
げ
5

戚
我
先
王
】
〔
※
平
行
文

書
返
信
〕
。
【
公
乃
自
以
為
功
，
為
三
壇
同
渾
。
為
壇
於
南
方
，
北

面
，
周
公
立
焉
。
植
璧
乗
珪
，
乃
告
太
王
、
王
季
、
文
王
】
〔
※
上

申
文
書
で
あ
る
も
の
の
定
型
句
な
し
〕
。
【
史
乃
冊
祝
日
：
惟
爾
元

孫某，邁腐虐疾。若爾三王是有不一子之責於天，以旦代某

畠゚予仁若考能，多材多藝，能事鬼神。乃元孫不若旦

多材多藝，不能事鬼神。乃命於帝庭，敷佑四方，用能定

爾子孫於下地。四方之民同不祗畏゚卿銅日五無墜天之降賓

命，我先王亦永有依蹄。今我即命於元亀，爾之許我，我

其以璧輿珪帰侯爾命，爾不許我，我乃屏璧輿珪】〔※上申

文書〕。【乃卜三亀，一習吉。敬箱見書，乃並是苗〔※上

皇 祭 金 喜保 程 手 手 篇
門 公 腺 訓 廂 茫ロ 至 名

＾ 朕 朕 朕 朕 朕 朕
1 寡 辟疾 疾 聞 舌—. 

例 邑
＾＾  ＾ ＾ ＾ ヽ，小 1 3 2 1 1 

朕 邦 例例 例 例 例
ヽ~.._,, ヽ ヽ ヽ

遺＾
， ， ， 

父 1 朕 朕 朕
兄 例ヽ 之身 聞

朕~, 
皇 ＾ ＾ の

1 朕 祖 1 1 
用

例-.....,{)L - 周例 例
例

文-
ヽ， 

朕 1^ 
王 ， 

＾ 朕説例 1 魂
臣-， 

例 ＾
＾ l 朕

~1 
例

例沖 ヽ

- 人
， 

＾｛段余 惟余 余小 余 人
余1 余 沖 服
美

例~ 憲人 ＾子 人

＇ 自

2~ ＾ 
＾＾  ＾ 1 
1 1 例 2 2 

例
例例 - 例 例

＾ 
ヽ

、-、- ヽ ヽ
1 

， 
余， ， 

余 ’

輔余 企痴
畏 余 例ヽ 余

＾ 及 II 
＾ 予

干＾
1 人 ＾ 1 ヽ

瞼 1 例 ＾ 例例 ヽ , 1 ヽ
の

~ ~ 

余 例ヽ
用1 , 
例

例 余 多
， 

マ 獨
＾ 

悴,,ヽ＾ 1 
余 1 例ヽ
干 例ヽ
清

， 

究
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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申
ー
下
達
文
書
。
〕
】
。
【
公
日
：
腔
！
王
其
岡
害
。

II新
命
於

三
王
，
惟
永
終
是
圏
，
i

終
恢
侯
，
能
念
予
一
人
】
〔
※
下
達
文
書
〕
。

公
帰
，
乃
納
冊
於
金
朦
之
直
中
。
王
粟
日
乃
膠
゜

武
王
既
喪
，
【
管
叔
及
其
群
弟
乃
流
言
於
國
日
：
公
将
不
利
於
播

子
】
〔
※
平
行
文
書
往
信
〕
。
【
周
公
乃
告
二
公
日
：
我
之
弗
辟
，

我
無
以
告
我
先
王
】
〔
※
平
行
文
書
返
信
〕
。
周
公
居
東
二
年
，
則

罪
人
斯
得
。
於
後
，
公
乃
為
詩
以
胎
王
，
名
之
日
《
鴎
鶉
》
。
王
亦

未
敢
諧
公
。
秋
，
大
熟
，
未
獲
，
天
大
雷
電
以
風
，
禾
盛
慨
，
大

木
斯
抜
，
邦
人
大
恐
。
王
輿
大
夫
盛
弁
以
啓
金
謄
之
書
，
乃
得
周

公
所
自
以
為
功
代
武
王
之
説
。
【
二
公
及
王
乃
問
諸
史
輿
百
執
事
，

翻
国
：
伺
。
暗
！
公
命
我
勿
敢
言
】
〔
※
下
達
ー
上
申
文
書
〕
。
【
団

執
書
以
泣
日
：
其
勿
穆
卜
！
昔
公
勤
努
王
家
，
惟
予
沖
人
弗
及
知
。

今
天
動
威
以
彰
周
公
之
徳
，
惟
朕
小
子
其
新
逆
，
我
國
家
證
亦
宜

之
】
〔
※
下
達
文
書
止
〕
。
王
出
郊
，
天
乃
雨
，
反
風
，
禾
則
盛
起
。

二
公
命
邦
人
凡
大
木
所
堰
，
盛
起
而
築
之
。
歳
則
大
熟
。

今
文
「
金
謄
」
に
お
け
る
公
文
書
の
受
発
給
の
流
れ

第
一
場
面
：
「
二
公
」
よ
り
「
周
公
」
あ
て
往
信
。
「
周
公
」
よ
り

「
二
公
」
へ
返
信

第
二
場
面
：
「
周
公
」
に
よ
り
亡
き
先
代
の
「
三
王
」
へ
上
聞

第
三
場
面
：
「
周
公
」
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
た
「
史
官
」
よ
り
亡
き

先
代
の
「
三
王
」
へ
上
聞

第
四
場
面
：
亡
き
先
代
の
「
三
王
」
よ
り
「
周
公
」
に
よ
っ
て
授

権
さ
れ
た
「
史
官
」
へ
亀
卜
に
よ
る
下
命
（
回
答
）

第
五
場
面
：
「
周
公
」
よ
り
〔
「
諸
史
と
百
執
事
」
あ
て
下
達
〕
※

宛
名
不
記

第
六
場
面
：
「
管
叔
お
よ
び
そ
の
群
弟
」
よ
り
「
周
公
」
あ
て
往
信
。

「
周
公
」
よ
り
「
管
叔
お
よ
び
そ
の
群
弟
」
へ
返
信

第
七
場
面
：
「
二
公
お
よ
び
王
」
よ
り
「
諸
史
と
百
執
事
」
あ
て
下

達
（
下
問
）
を
受
け
て
、
「
諸
史
と
百
執
事
」
よ
り
「
二
公
お
よ
び

王
」
あ
て
上
聞
（
回
答
）
。

第
八
場
面
：
「
王
」
よ
り
臣
下
あ
て
下
命
。

B

清
華
簡
「
金
脈
」
（
筆
者
註
：
傍
線
部
|
|
|
l

は
定
型
句
ま

た
は
成
語
を
示
す
。
）

武
王
既
克
殷
三
年
，
王
不
豫
有
遅
。
【
二
公
告
周
公
日
：
我
其
為
王

刷
日
叶
】
〔
※
平
行
文
書
往
信
〕
。
【

ii：
甜
司
心
5

戚
吾
先
王
】

〔
※
平
行
文
書
返
信
〕
。
【
剛
バ
芥
乃
為
三
壇
同
埠
，
為
一
壇
於
南
方
，

周
公
立
焉
，
乗
璧
戴
珪
。
史
乃
冊
祝
告
先
王
日
：
ホ
元
孫
骰
也
，

邁
害
虐
疾
，
ホ
母
乃
有
備
子
之
責
在
上
，
惟
ホ
元
孫
骰
也
，
不
若

固
叫
，
是
倭
若
巧
能
，
多
才
多
藝
，
能
事
鬼
神
。
命
子
帝
庭
，
敷

有
四
方
，
以
莫
ホ
子
孫
干
下
地
。
年
之
許
我
，
我
則
厭
璧
輿
珪
゜

年
不
我
許
，
我
乃
以
璧
輿
珪
帰
】
〔
※
上
申
文
書
〕
。
【
同
バ
『
乃
納

其
所
為
功
，
自
以
代
王
之
説
，
干
金
朦
之
隕
，
乃
命
執
事
人
日
：
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勿
敢
言
】
〔
※
下
達
文
書
〕
。
就
後
武
王
力
，
成
王
猶
幼
，
在
位
，

【
管
叔
及
其
群
兄
弟
，
乃
流
言
干
邦
日
：
公
将
不
利
干
播
子
】
〔
※

平
行
文
書
往
信
〕
。
【
周
公
乃
告
二
公
日
：
我
之
□
□
口
□
無
以
復

見
於
先
王
】
〔
※
平
行
文
書
返
信
〕
。
周
公
宅
東
三
年
，
禍
人
乃
斯

得
，
於
後
，
周
公
乃
遺
王
詩
日
《
鴎
鶉
》
，
王
亦
未
逆
公
。
是
歳
也
，

秋
大
熟
，
未
獲
。
天
疾
風
以
雷
，
禾
斯
櫃
，
大
木
斯
抜
。
邦
人
口

□
口
口
弁
，
大
夫
綴
，
以
拝
啓
金
朦
之
園
。
王
得
周
公
之
所
自
以

為
功
，
以
代
武
王
之
説
。
【
王
問
執
事
人
，

Bl
：
伺
。
暗
！
公
命
，

我
勿
敢
言
】
〔
※
下
達
ー
上
申
文
書
〕
。
【
王
捕
書
以
泣
日
：
昔
公

勤
努
王
家
，
惟
余
沖
人
亦
弗
及
知
，
今
皇
天
動
威
，
以
彰
公
徳
，

惟
余
沖
人
其
親
逆
公
，
我
邦
家
證
亦
宜
之
】
〔
※
下
達
文
書
止
〕
。

王
乃
出
逆
公
至
郎
，
是
夕
，
天
反
風
，
禾
斯
起
，
凡
大
木
之
所
抜
，

二
公
命
邦
人
盛
復
築
之
。
歳
大
有
年
，
則
大
獲
。
[
-
四
周
武
王

有
疾
，
周
公
所
自
以
代
王
之
志
]

清
華
簡
『
尚
書
』
「
金
膝
」
に
お
け
る
公
文
書
の
受
発
給
の
流
れ

第
一
場
面
：
「
二
公
」
よ
り
「
周
公
」
あ
て
往
信
。
「
周
公
」
よ
り

「
二
公
」
へ
返
信

第
二
場
面
：
「
周
公
」
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
た
「
史
官
」
よ
り
亡
き

先
代
の
「
三
王
」
へ
上
聞

第
三
場
面
：
「
周
公
」
よ
り
「
史
官
」
へ
下
命
（
黙
秘
義
務
の
命
令
）

第
四
場
面
：
「
管
叔
お
よ
び
そ
の
群
弟
」
よ
り
「
周
公
」
あ
て
往
信
。

「
周
公
」
よ
り
「
管
叔
お
よ
び
そ
の
群
弟
」
へ
返
信

第
五
場
面
：
「
王
」
よ
り
「
執
事
」
あ
て
下
達
（
下
問
）
を
受
け
て
、

「
執
事
」
よ
り
「
王
」
あ
て
上
聞
（
回
答
）
。

第
六
場
面
：
「
王
」
よ
り
臣
下
あ
て
下
命
。

筆
者
は
本
稿
で
公
文
書
の
基
本
原
理
か
ら
『
尚
書
』
の
形
式
的

な
特
性
を
幡
い
た
上
で
、
清
華
簡
の
文
体
に
関
し
て
、
定
型
句
お

よ
び
人
称
代
名
詞
な
ど
に
よ
る
多
角
的
な
分
析
を
行
っ
た
。
こ
の

方
法
で
さ
ら
に
今
後
刊
行
さ
れ
る
「
康
詰
」
・
「
顧
命
」
・
「
君
爽
」
．

「
立
政
」
・
「
説
命
」
篇
を
究
明
す
れ
ば
、
李
学
勤
の
考
え
る
清

華
簡
に
対
す
る
個
々
の
典
籍
の
分
類
が
ど
の
程
度
妥
当
性
を
も
っ

か
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
浅
野
裕
一
氏
よ
り
多
大
の
助
言
を

頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

(
1
)
陳
夢
家
『
尚
書
通
論
』
「
第
四
部
尚
書
補
述
」
「
四
、
論
尚
書
体
例
」

三
四
八
S
三
六
四
頁
。
（
二

0
0
0
年
河
北
教
育
出
版
社
）

注 六
、
ま
と
め
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(
2
)
陳
夢
家

(
3
)

陳
夢
家

頁。

前
掲
書
「
第
二
部
尚
書
専
論
」
「
第
二
考
、
党
典
為
秦

官
本
尚
書
考
」
一
六
二
＼
一
六
三
頁
。

前
掲
書
「
第
二
考
、
党
典
為
秦
官
本
尚
書
考
」

(
4
)
白
川
静
『
字
通
』
(
-
九
九
六
年
）
で
は
「
吾
は
所
有
格
の
用
法
、

我
は
主
格
・
目
的
格
に
用
い
る
こ
と
が
多
い
」
と
あ
る
一
方
、
貝
塚

茂
樹
•
藤
野
岩
友
•
小
野
忍
ら
の
『
角
川
漢
和
中
辞
典
』
(
-
九
五

九
年
）
で
は
、
概
ね
そ
の
反
対
の
説
明
が
あ
る
。
ま
た
、
簡
野
道
明
『
字

源
』
(
-
九
二
三
年
）
は
「
己
に
就
き
て
言
ふ
に
は
吾
と
い
ひ
、
人
に

因
り
て
言
ふ
に
は
我
と
い
ふ
。
」
と
あ
り
、
藤
堂
明
保
•
竹
田
晃
•
松

本
昭
ら
の
『
漢
字
源
』
(
-
九
八
八
年
）
で
は
「
古
く
は
、
吾
は
お
も

に
主
格
と
所
有
格
に
用
い
、
我
は
目
的
格
に
用
い
た
。
」
と
す
る
。
だ

が
、
先
行
研
究
に
お
け
る
主
張
は
い
ず
れ
も
具
体
的
用
例
を
も
っ
て

示
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
根
拠
が
明
か
で
な
い
。
ち
な
み
に
、

II

我
II

は

古
く
は
甲
骨
文
に
て
第
一
人
称
複
数
、

II

乃
II

は
第
二
人
称
所
有
格
を

示
し
て
い
る
。
徐
中
舒
主
編
『
甲
骨
文
字
典
』
(
-
三
八

0
頁
•
五
0

一
頁
。
一
九
八
八
年
四
川
辞
書
出
版
社
）

(
5
)
小
沢
賢
二
「
近
世
文
書
体
系
論
試
案
（
三
）
」
（
二

0
0
四
年
三
月

群
馬
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
『
双
文
』
第
二
十
一
号
、
二
七
＼
七
ニ

頁
）
所
収
。

(
6
)
有
名
な
も
の
に
、
「
王
は
此
の
如
く
言
っ
た
」
と
解
釈
す
る
干
省
吾

（
『
中
国
語
文
』
一
九
六
六
年
第
二
期
所
収
「
王
若
日
釈
義
」
）
が
あ

一
六

る
。
陳
夢
家
は
命
辞
の
前
に

II

若
日
II

を
冠
す
る
も
の
と
し
、

を
II

如
II

と
解
釈
す
る
（
『
考
古
学
報
』
一
九
五
六
年
第
一
期
所
収

「
西
周
銅
器
断
代
（
三
）
」
）
。
ま
た
蔽
作
賓
は
”
若
日
II

を
書
面
上
の

表
現
と
し
、

II

日
II

を
口
語
上
の
表
現
と
区
別
す
る
（
『
大
陸
雑
誌
』

一
九
五
二
年
第
五
巻
第
九
期
所
収
「
毛
公
鼎
釈
文
注
釈
」
二
九
九

I

三
0
五
頁
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
加
藤
常
賢
は
II

若
II

を
シ
ャ
ー
マ
ン

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
理
解
し
難
い
。
（
『
真
古
文
尚
書
』
所
収

「
王
若
日
孜
」
四
五
七

S
四
八

0
頁
。
一
九
六
四
年
明
治
書
院
）
。

(
7
)

当
該
「
金
謄
」
篇
に
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
中
国
新
聞
評
論

社
の
二

O
O九
年
一
月
ニ
―
日
電
（
北
京
）
は
、
映
西
省
考
古
研
究

院
副
研
究
員
で
あ
る
種
建
栄
の
発
言
と
し
て
、
二

0
0
八
年
九
月
か

ら
―
二
月
に
か
け
て
映
西
省
岐
山
県
の
周
公
廟
址
か
ら
新
た
に
出
土

し
た
西
周
甲
骨
文
に
、
”
王
季
II

お
よ
び
II

文
王
II

な
ら
び
に
II

周
公
II

の
文
字
等
が
刻
ま
れ
た
卜
辞
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い

る。

II

若
If

(315) 


